
超音波による温度測定及び探傷方法超音波による温度、欠陥の測定方法
ならびにその測定装置（特許第6217021号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

温度によって金属棒を伝わる超音波の速度が変化することを利用し、反射境界からの信号を計測すること
により、遠隔環境の温度分布を測定することができる。同時に、金属棒の先端から放射される超音波を利用
し 構造物の欠陥の探傷ができる。

技術的特長

１．温度測定用の超音波センサが測定環境外あるいは遠隔に設けることができるため、測定環境の高温な
らびに放射線環境下に耐える温度測定ができる。また、特別の環境温度対応の構造が不要であり、安価
に製造することができる。

２．測定環境内に挿入する超音波の伝搬媒体となる金属棒が、高温ならびに放射線環境下に耐える材料で
あるため、測定環境内の遠隔部ならびに狭隘部に挿入することができ、許容される測定範囲を大きく確
保することができる。

３．超音波の伝播媒体である金属棒の先端部からの反射波を解析することによって、金属棒の先端部近傍
の欠陥を探傷することができ、温度測定と同時に欠陥の探傷ができ、測定効率を向上することができる。

発明の効果

高温、高放射線環境下において、環境温度の測定、材料の欠陥探傷の分野で活用される。

（1）化学プラント （2）溶鉱炉施設 (3)原子力施設

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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茨城県那珂郡東海村白方白根２－４
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【図１】に本発明の機器構成の実施例を、

【図２】に本発明の温度測定と欠陥探傷を
同時測定する信号処理の手順の概要を示
す。

【図２】において、測定環境に、超音波の
伝搬媒体となる金属棒に、測定用の測定
用切込みを対にして設け、金属棒を測定
環境に挿入し、超音波センサによって前記
金属棒に超音波を伝播させ、金属棒の測
定用切込みならびに金属棒先端部からの
反射波を解析することによって測定環境
の温度と測定環境内にある構造物の欠陥
の有無とを測定する超音波による温度、
欠陥の測定方法である。

本発明の実施として、【図３】により超音
波による温度測定の測定精度について試
験した結果を【表１】に示す。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

従来、遠隔位置あるいは狭隘部の温度を
測定する場合には、超音波センサによっ
て液体あるいは固体中に超音波を伝播さ
せ、その反射波の戻り時間を測定し、基準
音速との対比を行い、速度の変化から液
体の温度を測定する方法などが用いられ
ているが、高温、高放射線環境下におい
て、環境温度の測定ができなかった。

従来の問題点

【図１】機器構成の測定原理
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1：温度、欠陥の測定装置
2：制御装置
2ａ：制御部
2ｂ：Ｉ／Ｏポート
2ｃ：送信回路
2ｄ：受信回路
2ｅ：記憶部（制御プログラム／記憶装置）
2ｆ：入力部
2ｇ：表示部
3：超音波センサ
4：金属棒（超音波の伝播媒体）
5：構造物
6：熱電対
7：電気炉
Ａ：超音波の発信・受信基点
Ｂ：第１測定用切込みの１番目の切込み
Ｃ：第１測定用切込みの２番目の切込み
Ｄ：第２測定用切込みの１番目の切込み
Ｅ：第２測定用切込みの２番目の切込み
Ｆ：第３測定用切込みの１番目の切込み
Ｇ：第３測定用切込みの２番目の切込み
Ｈ：構造物の欠陥

【図３】超音波による温度測定装置の機器構成図

【表１】温度測定の精度比較

【図２】信号処理の手順


